様式第1号(第2条関係)
	特定公共賃貸住宅入居申込書

	本籍地
	　
	職業
	勤務先
	　

	
	
	
	所在地
	電話番号

	現住所
	電話番号
	
	
	

	
	
	
	勤務内容
	　

	入居希望住宅名
	　

	入居する家族等
	続柄
	氏名
	生年月日
	職業
	年間所得金額
	申込者と別居中の者の住所

	
	本人
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	計
	人
	　
	　
	　
	　

	現在の住宅状況
	区分
	種類
	使用状況

	
	1　自己所有の家
2　親、兄弟等所有の家
3　勤務先の社宅等
4　県市町村営住宅
5　一般の借家
6　その他
	1　1戸建て
2　長屋
3　マンション・アパート・団地
4　寮
5　非住宅
	1　同居
2　間借り
3　下宿
4　その他

	現在同居している家族
	本人との続柄
	満年齢
	職業
	現在の住まいの間取りを簡単に書いてください。

	
	本人
	　
	　
	各部屋には畳数を記入してください。(1人当たり畳数　　畳)

	
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	

	
	　
	　
	　
	

	備考(今までに特定公共賃貸住宅の申込みをした回数)


　(注)
　　1　所得を証明する書類を添付すること。
　　2　婚姻予定者については、婚姻予約証明書を添付すること。
　　3　入居予定者全員の住民票を添付すること。


	　　　該当する欄に具体的に記入
　　　住宅困窮事情
	1　居住環境不良である。
	　

	
	2　他世帯と同居している。
	　

	
	3　家族と同居としているが、結婚(婚約中)により別世帯を持ちたい。
	　

	
	4　住居が狭い。
	　

	
	5　立退要求を受けている。
	立退期限

	
	6　通勤が極めて不便である。
	通勤時間

	
	7　公営住宅に入居しているが、収入超過者高額所得者認定を受けた。
	　

	
	8　現在の住宅では親族と同居できない。
	　

	
	9　転勤等により転居したいが適当な住居がない。
	　

	
	10　その他
	　

	(現住所案内図)

	　上記のとおり入居の申込みをします。
　ただし、記載内容が事実と相違するときは、申込みに関する一切の権利を放棄することを誓約します。
　　　　　　年　　月　　日
　　あて先　川根本町長
申込申請人　　　　　　　　　




特定公共賃貸住宅入居者の保証について
　1　保証人は2人とし、原則として町内在住者に限る。
　2　申込者及び保証人は、独立の生計を営んでいること。
	申込者
	住所
	　

	
	氏名
	　



	入居の申込者の連帯保証人
	本籍
	　
	　

	
	住所
	　
	　

	
	氏名
	　
	　

	
	生年月日
	年　　月　　日生
	年　　月　　日生

	
	職業
	　
	　

	
	月収
	円
	円

	
	申込者との関係
	　
	　


　　上記住宅申込者の入居決定の上は、私儀連帯保証人として一切の責任を負います。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　年　　月　　日
　あて先　川根本町長
連帯保証人　　　　　　　　
連帯保証人　　　　　　　　

